
人とのつながりを大切にし、よりよい生き方を求める実践力の育成

～ 言語感覚を磨き、自尊感情を高める取組み ～

[指定２年次]湖南市立石部小学校http://www.edu-konan.jp/ishibe-el/本校では、「郷土を愛し、仲間とともにチャレンジする子どもの育成」を学校教育目標に掲げ、「三つの土台を鍛え楽しくて力のつく学校で自尊感情を育てる」学校経営方針のもと、二年次の研究を進めてきた。子ども育ての中核に校内研究を位置づけていることから、校内研究推進委員会を中心に、「道徳の時間」の授業分析会、「学びづくり部」「こころづくり部」の二部会による「道徳の時間」以外での実践、郷土資料の開発を行ってきた。「学校応援団」による地域の方々とのつながりも深まり、学校・地域が一丸となって子ども育てを推進している。
１ 授業分析会

図１は、本校「道徳の時間」の授業分析会の進行表である。授業分析会では、①「討議の柱」を立てる ②全員発言をする ③授業記録を使って分析をする を基本に研究を進めている。最後に本日の学びについて司会者がまとめ、確認・共通理解している。

図１
グループ討議Ⅰ 参観の視点について話し合い、もっと話し合いたいことをまとめる。

グループ討議Ⅱ 討議の柱に沿って、さらに授業分析を進める。 グループ発表討議のまとめ



２ 二部会の取組み（１）こころづくり部会
図２は、子どもの育ちを見る行動指標である。人とのつながりを大切にする子ども、よりよい生き方を求める子ども、言語感覚が育った子ども、自尊感情が高まった子ども、規範意識が育った子どもを、どのような姿で見ていくかを「行動指標」として明示し、子ども育てに取り組んでいる。構成的グループエンカウンターエンカウンター研修会を開いたり、コーナーを作って実践の足跡や資料を保存したりしている。（２）学びづくり部道徳コーナー 各学級の取り組みを、月替わりで紹介している。
ことばの広場 言語環境を整える取組みとして、五七五、詩などを学年ごとに掲示している。

図２ 暗唱する詩の掲示 委員会活動では、毎月の詩の掲示や、季節にあった掲示物を作っている。
３ 郷土資料の開発地域在住の詩人、野呂昶さんに郷土資料を書き下ろしていただき、郷土資料を作成し、授業参加をしていただいている。（１）低学年「むかしの石部小学校」（２）中学年「石部小学校の恩人 神保りゑさん」

神保さんは、貧しい生活の中でこつこつ貯めては、当時珍しかったグランドピアノなどを石部の子どものために寄付された。
（３）高学年「服部善七と安民米」「大昔の石部」
４ おわりに来年度、授業分析会を公開する研究発表会を計画している。指定は終了するが、さらに研究を深めていきたい。（文責 田中 徳子）

４年生の授業の一コマ
神保りゑさんの胸像




